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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 31,402 4.9 2,622 29.4 2,696 27.0 1,378 11.0
22年3月期第3四半期 29,942 △17.5 2,027 △23.4 2,124 △24.8 1,241 △21.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 48.19 ―
22年3月期第3四半期 43.41 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 38,412 30,630 79.7 1,071.01
22年3月期 39,302 30,448 77.5 1,064.55

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  30,630百万円 22年3月期  30,448百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00
23年3月期 ― 20.00 ―
23年3月期 

（予想）
20.00 40.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,500 0.7 4,050 12.6 4,200 12.5 2,350 8.6 82.16



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期報告書のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており
ます。従いまして、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があることにご留意ください。なお、業績予想に関する事項は、［添付資料］３ペー
ジをご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 28,633,952株 22年3月期  28,633,952株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  33,995株 22年3月期  31,972株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 28,600,882株 22年3月期3Q 28,602,303株
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当第３四半期における国内経済は、新興国の経済成長に伴う輸出の増大や政府の経済対策等を背景に、

緩やかな回復基調を維持したものの、国内のデフレ状況や円高の進行に加え、欧米諸国の景気回復への懸

念や金融不安の影響により、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

国内ＩＴ業界におきましても、一部には設備投資に対して改善の兆しが見られたものの、依然として多

くの企業が慎重な姿勢を継続しており、経営環境は引き続き厳しい状況が続きました。 

このような環境下、当社グループは昨年５月に策定した中期経営計画の重点施策である「サービス・ビ

ジネスの強化」「独自性のあるビジネスの創出」「グローバル市場への参入」を推進することにより、事

業規模・収益力の拡大に努めてまいりました。 

具体的には、中国・成都市にオフショアビジネスの拠点となる現地法人を設立し、12月より業務を開始

いたしました。また、従来より取り組んでおりました仮想化ビジネスに加え、クラウドサービスメニュー

の拡充や業種に特化したソリューションを展開するなど、付加価値の高いビジネスの拡充に注力してまい

りました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、314億２百万円となり、前年同期比14億６千万円

（前年同期比4.9％増）の増収となりました。営業利益は、26億２千２百万円となり、前年同期比５億９

千５百万円（前年同期比29.4％増）の増益、経常利益は、26億９千６百万円となり、前年同期比５億７千

２百万円（前年同期比27.0％増）の増益となりましたが、投資有価証券評価損および資産除去債務会計基

準の適用に伴う影響額を特別損失に計上したことなどにより、四半期純利益は、13億７千８百万円とな

り、前年同期比１億３千６百万円（前年同期比11.0％増）の増益にとどまりました。 

  

ネットワーク関連事業は、製品の低価格化および案件の小規模化の影響により、前年同期に比べ減収と

なりましたが、サーバー関連事業は、文教分野や製造分野での大口需要があったことに加え、基幹業務シ

ステムの刷新に伴うデータベース基盤の構築案件が増加したこと等により、前年同期に比べ大幅な増収と

なりました。また、ストレージ関連事業において、製造分野や金融分野を中心にファイルサーバー統合時

の需要が堅調であったことに加え、自社ブランドの仮想テープ装置の販売が好調に推移したこと等によ

り、システム事業の売上高は、226億４千８百万円（前年同期比9.8％増）となりました。 

  

仮想化ビジネスの拡充に注力した結果、サーバー関連およびディスクストレージ関連の保守契約売上は

増加したものの、プリンター関連およびテープ装置関連の保守契約売上の落ち込みを補うまでには至ら

ず、また、作業代収入も減少したことにより、サービス・サポート事業の売上高は、87億５千３百万円

（前年同期比6.1％減）となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

事業の種類別セグメントの状況

（システム事業）

（サービス・サポート事業）
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流動資産は、前連結会計年度末に比べて1.5％減少し、343億８千万円となりました。これは、受取手形

及び売掛金が20億８百万円減少したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて8.3％減少し、40億３千１百万円となりました。これは、投資

有価証券が４億７千５百万円減少したことなどによります。 

  

流動負債は、前連結会計年度末に比べて14.0％減少し、70億６千５百万円となりました。これは、支払

手形及び買掛金が５億８千１百万円減少したことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて11.7％増加し、７億１千６百万円となりました。これは、資産

除去債務を１億９千３百万円計上したものの、退職給付引当金が１億１千３百万円減少したことなどによ

ります。 

  

純資産は、前連結会計年度末に比べて0.6％増加し、306億３千万円となりました。これは、四半期純利

益13億７千８百万円の計上および配当金11億４千４百万円の支払いにより、利益剰余金が２億３千４百万

円増加したことなどによります。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の77.5％から79.7％とな

りました。 

  

今後の国内経済は、国内のデフレ状況や円高の進行に加え、欧米諸国の景気回復への懸念や金融不安の

影響などもあり、依然として先行き不透明な状況が続くものと予想されますが、第３四半期の業績や現時

点での商談状況等を勘案し、業績予想につきましては、平成22年４月30日に公表した業績予想から変更は

ありません。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

（資産の部）

（負債の部）

（純資産の部）

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益が7,918千円減少し、税金等調整前四

半期純利益が133,070千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変

動額は191,984千円であります。 

  

当社は、平成22年６月30日をもって退職金規程を改定し、従来の適格退職年金制度から確定給付年

金制度へと移行することに伴い、第１四半期連結会計期間より「退職給付制度間の移行等に関する会

計処理」（企業会計基準適用指針第１号 平成14年１月31日）を適用しております。 

なお、この適用により、退職給付債務および退職給付費用（一般管理費）が186,331千円減少して

おります。 

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

① 棚卸資産の評価方法

② 繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

(4) 追加情報
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,753,524 21,812,188

受取手形及び売掛金 6,715,837 8,724,157

リース投資資産 124,565 130,855

たな卸資産 2,942,384 2,011,945

繰延税金資産 137,904 422,338

その他 1,710,902 1,812,597

貸倒引当金 △4,442 △5,741

流動資産合計 34,380,675 34,908,340

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 203,390 160,168

車両運搬具（純額） 1,068 1,404

その他（純額） 406,218 430,258

有形固定資産合計 610,676 591,830

無形固定資産   

のれん 41,661 66,658

その他 165,401 155,595

無形固定資産合計 207,062 222,254

投資その他の資産   

投資有価証券 1,661,550 2,137,507

長期貸付金 2,051 3,610

繰延税金資産 271,836 233,898

その他 1,339,922 1,269,793

貸倒引当金 △61,344 △64,365

投資その他の資産合計 3,214,017 3,580,444

固定資産合計 4,031,756 4,394,529

資産合計 38,412,432 39,302,870
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,709,069 4,290,990

リース債務 49,032 43,990

未払法人税等 20,059 566,507

賞与引当金 171,257 674,643

役員賞与引当金 20,818 32,164

その他 3,095,123 2,605,218

流動負債合計 7,065,360 8,213,514

固定負債   

リース債務 75,533 86,865

退職給付引当金 307,069 420,992

役員退職慰労引当金 138,833 132,160

資産除去債務 193,660 －

その他 1,056 1,094

固定負債合計 716,153 641,112

負債合計 7,781,514 8,854,626

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,031,257 9,031,257

資本剰余金 8,177,299 8,177,299

利益剰余金 13,423,325 13,189,054

自己株式 △26,790 △25,157

株主資本合計 30,605,092 30,372,454

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 26,120 75,631

繰延ヘッジ損益 △295 157

評価・換算差額等合計 25,825 75,788

純資産合計 30,630,918 30,448,243

負債純資産合計 38,412,432 39,302,870
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 29,942,153 31,402,521

売上原価 20,886,272 22,294,051

売上総利益 9,055,881 9,108,469

販売費及び一般管理費 7,028,668 6,486,228

営業利益 2,027,213 2,622,241

営業外収益   

受取利息 70,328 40,970

受取配当金 20,662 21,149

持分法による投資利益 － 10,869

雑収入 12,043 11,181

営業外収益合計 103,034 84,171

営業外費用   

支払利息 2,881 2,258

投資事業組合運用損 1,897 2,431

雑支出 1,464 5,177

営業外費用合計 6,243 9,866

経常利益 2,124,003 2,696,545

特別利益   

固定資産売却益 － 7,496

株式受贈益 － 20,020

投資有価証券売却益 16,500 10,704

特別利益合計 16,500 38,220

特別損失   

固定資産除却損 3,987 2,855

固定資産売却損 － 65

関係会社株式評価損 13,698 20,722

投資有価証券評価損 26,638 178,955

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 125,152

ゴルフ会員権評価損 － 1,600

特別損失合計 44,324 329,351

税金等調整前四半期純利益 2,096,178 2,405,414

法人税、住民税及び事業税 634,512 746,169

法人税等調整額 220,085 280,929

法人税等合計 854,598 1,027,098

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,378,315

少数株主利益 － －

四半期純利益 1,241,579 1,378,315
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 (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,096,178 2,405,414

減価償却費 306,057 238,161

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 125,152

賞与引当金の増減額（△は減少） △655,951 △503,386

退職給付引当金の増減額（△は減少） 314,326 △113,922

受取利息及び受取配当金 △90,990 △62,120

支払利息 2,881 2,258

投資有価証券売却損益（△は益） △16,500 △10,704

投資有価証券評価損益（△は益） 26,638 178,955

売上債権の増減額（△は増加） 3,398,944 2,011,340

たな卸資産の増減額（△は増加） △738,138 △937,288

その他の流動資産の増減額（△は増加） △154,068 △73,097

仕入債務の増減額（△は減少） △1,415,871 △581,921

その他の流動負債の増減額（△は減少） 117,004 482,601

その他 51,338 8,309

小計 3,241,849 3,169,750

利息及び配当金の受取額 75,662 92,651

利息の支払額 △2,881 △2,258

法人税等の支払額 △2,342,144 △1,261,772

法人税等の還付額 2,240 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 974,725 1,998,371

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △19,100,000 △13,700,000

定期預金の払戻による収入 － 23,100,000

投資有価証券の取得による支出 △342,000 －

投資有価証券の売却による収入 346,500 72,102

子会社の清算による収入 － 150,724

有形及び無形固定資産の取得による支出 △106,203 △219,528

有形及び無形固定資産の売却による収入 － 7,615

社用資産の売却による収入 － 152,164

投資その他の資産の増減額（△は増加） △1,259 △2,149

その他 75,790 △69,895

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,127,172 9,491,032

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △1,430,118 △1,144,045

その他 △210 △1,632

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,430,328 △1,145,677

現金及び現金同等物に係る換算差額 39 △2,390

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △19,582,736 10,341,336

現金及び現金同等物の期首残高 22,451,815 2,812,188

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,869,078 13,153,524
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該当事項はありません。 

  

  

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主な事業の内容 

 
  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

システム事業 
(千円)

サービス・
サポート事業 

(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する 
売上高

20,620,258 9,321,894 29,942,153 ― 29,942,153

 (2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高

253,087 125,989 379,077 (379,077) ―

計 20,873,346 9,447,884 30,321,231 (379,077) 29,942,153

営業利益又は営業損失(△) △215,324 2,194,629 1,979,305 47,908 2,027,213

事業区分 主要な事業の内容

システム事業
総合情報システムの提案、システムインテグレーション、 
ネットワークインテグレーション、ソフトウェア開発等

サービス・サポート事業 運用管理サービス、アウトソーシングサービス、システムの保守サービス

【セグメント情報】

（追加情報）

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。

1．報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。

 当社グループは、電子情報処理関連機器の国内取引を主要業務とし、総合情報システムの提案、シ

ステムインテグレーション、ネットワークインテグレーション、ソフトウェア開発等を行う「システ

ム事業」および運用管理サービス、アウトソーシングサービス、システムの保守サービスを行う「サ

ービス・サポート事業」の２つを報告セグメントとしております。
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

2．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日)

システム事業
(千円)

サービス・
サポート事業 

(千円)

計 
(千円)

売上高

 外部顧客への売上高 22,648,725 8,753,795 31,402,521

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

236,398 112,523 348,922

計 22,885,124 8,866,319 31,751,443

セグメント利益 570,816 1,985,244 2,556,060

3．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び 

  当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

利 益 金 額 （千円）

 報告セグメント計 2,556,060

 セグメント間取引消去 66,180

 四半期連結損益計算書の営業利益 2,622,241

4．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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